
第２会場（2F 205）

一般演題１　AF/AFL/AT １� 8：40 ～ 9：40

座　　　　　長：小川　正浩（福岡大学病院不整脈センター） 
　　　　　　　　佐々木　毅（琉球大学不整脈センター /不整脈・心不全先進医療講座）

ディスカッサー：竹本　真生（製鉄記念八幡病院） 
　　　　　　　　岡松　秀治（済生会熊本病院）

	 ＜ショートレクチャー >�  
心房細動に対するパルスフィールドアブレーション治療
永島　道雄（小倉記念病院循環器内科）

O1-1 	 　�経皮的心房中隔欠損閉鎖術後に発症した発作性心房細動に対してワイヤーフレー
ム型閉鎖デバイス越しにカテーテルアブレーションを施行した症例
山本　優太（九州大学循環器内科）

O1-2 	 　�心房細動カテーテルアブレーションにおける QDOT MICRO カテーテル ™ とサー
モクールスマートタッチ ® サラウンドフローカテーテルの有効性の比較
武川　裕之（宮崎市郡医師会病院循環器内科）

O1-3 	 　�パルスフィールドアブレーションにより安全に後壁隔離を完成し得た長期持続性
心房細動症例
黒木　勇人（福岡赤十字病院循環器内科）

O1-4 	 　�パルスフィールドアブレーションを用いた肺静脈隔離術において裾状に限局した
再伝導部位を認めた症例
大坪　豊和（佐賀県医療センター好生館循環器内科）

ランチョンセミナー 2　 
HD Grid X：不整脈治療のベストプラクティスを目指して！� 11：45 ～ 12：45

座長：野副　純世（済生会福岡病院）

	 新しい HD Grid X で挑む難治性不整脈
廣島　謙一（小倉記念病院‌）

	   心房細動アブレーションの本質に立ち返る：基質評価に基づく個別化医療
山口　尊則（佐賀大学医学部附属病院）

共催：アボットメディカルジャパン合同会社/日本光電工業株式会社
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一般演題 2　AF/AFL/AT 2� 13：15 ～ 14：15

座　　　　　長：遠山　英子（福岡山王病院ハートリズムセンター） 
　　　　　　　　向井　　靖（福岡赤十字病院循環器内科）

ディスカッサー：河野　律子（産業医科大学医学部不整脈先端治療学） 
　　　　　　　　佐土原洋平（沖縄協同病院）

	 ＜ショートレクチャー >�  
その頻拍，アブレーションする前にもうひと手間かけてみませんか？
吉賀　康裕（山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学）

O2-1 	 　�左房 macro reentrant AT に対して critical isthmus の通電のみで洞調律が維持
できた１例
廣田　　慧（大分大学医学部循環器内科・臨床検査診断学講座）

O2-2 	 　�パルスフィールドアブレーションによる Mitral Isthmus 伝導ブロック作成後，術
中再伝導を認めた遠隔期再発長期持続性心房細動の１例
前里　　輝（牧港中央病院循環器内科〔不整脈・心不全治療部門〕）

O2-3 	 　�持続性心房細動に対して Pulsed Field Ablation 後に心室リードの一過性の閾値
上昇を認めた一例
綾部　健吾（宮崎市郡医師会病院心臓病センター）

O2-4 	 　�アブレーション術前CTでわかること，アクセス評価，背景疾患スクリーニングまで
金澤　尚徳（熊本大学病院不整脈先端医療寄附講座，熊本大学循環器内科）

一般演題 3　AF/AFL/AT 3� 14：35 ～ 15：45

座　　　　　長：二宮　雄一（NHO鹿児島医療センター循環器内科） 
　　　　　　　　佐土原洋平（沖縄協同病院）

ディスカッサー：田上　和幸（医療法人青仁会池田病院） 
　　　　　　　　大庭　景介（友愛会友愛医療センター）

	 ＜ショートレクチャー >�  
発作性心房細動持続の機序：肺静脈の役割について
山部　浩茂（新古賀病院循環器内科）

O3-1 	 　�肥大型心筋症で左右下肺静脈共通管を有した薬剤抵抗性の発作性心房細動に対し
てパルスフィールドアブレーションで治療を試みた症例
小河　清寛（福岡赤十字病院循環器内科）

O3-2 	 　�右房 - 上大静脈移行部の localized reentry に対し，パルスフィールドアブレー
ションによる上大静脈隔離術を行った一例
倉岡沙耶菜（福岡済生会総合病院循環器内科）

O3-3 	 　�パルスフィールドアブレーションにより左房後壁隔離・上大静脈隔離術を施行した
再発性発作性心房細動の１例
前里　　輝（牧港中央病院循環器内科〔不整脈・心不全治療部門〕）
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O3-4 	 　�心房細動再燃の 2nd session に対するパルスフィールドアブレーション
萬納寺洋士（済生会福岡総合病院循環器内科）

O3-5 	心房細動症例における心アミロイドーシスの有病率―心不全タイプ別解析―
新里　広大（佐賀大学医学部循環器内科）

一般演題 4　VPC/VT/VF� 16：05 ～ 17：15

座　　　　　長：篠原　徹二（大分大学医学部循環器内科・臨床検査診断学講座） 
　　　　　　　　森井　誠士（福岡大学西新病院）

ディスカッサー：坂本　和生（九州大学病院循環器内科/冠動脈疾患治療部） 
　　　　　　　　近藤　秀和（大分大学医学部循環器内科・臨床検査診断学講座）

	 ＜ショートレクチャー >�  
特発性心室性期外収縮 up to date
星山　　禎（熊本大学病院循環器内科）

O4-1 	 　�冠攣縮性狭心症に併発した LV summit 近傍起源の心室頻拍に対し，左室心内膜側
からの通電により治療に成功した一例
岩垣　端礼（北九州市立八幡病院循環器内科）

O4-2 	 　�LV summit VPC に対して GCV 経由でカテーテルアブレーションを行い重症冠攣
縮を生じた症例
松浦　広英（福岡赤十字病院循環器内科）

O4-3 	 　�促迫性心室固有調律による不整脈誘発性心筋症に対しカテーテルアブレーション
を施行した 2 症例
溝上　玄龍（九州大学病院循環器内科）

O4-4 	 　�心室細動再発を繰り返したため心外膜アブレーションを行なった非タイプ１
Brugada 症候群の 1 例
西山　慧子（宮崎市郡医師会病院循環器内科）

O4-5 	 　�左室補助人工心臓植込み後の難治性心室頻拍に対しエタノールアブレーションが
有効であったと考えられた一例
渡部　　僚（九州大学循環器内科）
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